
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）シルバーいちのみや 令和 7年（2026年）5月 5日 第 355号 

号 

 スマイル to スマイルに登録しましょう。  

      も く じ 
 
⑴ シルバー人材センター

の在り方 
⑵ シルバー保険のお知ら

せ、ヒヤリハット事例他 
⑶ 一宮の史跡散歩 
⑷ 文芸、その他情報 

シルバー人材センターの在り方 
 

  

 

 
現在の暮らしにおいて、コロナ禍前の日

常生活が戻りつつあるなか、ウクライナや中

東情勢の緊迫化に伴う世界的なエネルギ

ー・食料品価格の高騰等不透明な経済状況

も続いており、全国的にもセンターを取り巻

く環境は依然厳しい状況にあります。 

さらには、人口減少、少子高齢化が進み、

高齢者のより一層の活躍が期待される中、

地域の高齢者が地域社会に貢献し、働く意

欲と能力のあるすべての高齢者が年齢に関

係なく社会の担い手として活躍することが強

く望まれています。 

シルバー人材センターを取り巻く環境はこ

こ近年、大きく変化し、インボイス制度やフリ

ーランス法の施行による法改正や、頻発す

る自然災害や今までに経験したことのない

猛暑日などへの対応、企業等の継続雇用の

拡大などにより会員の高齢化が進むなか、

安全で継続した就業機会の確保は厳しい状

況が続いています。 

こうした社会の変化に順応しながら、高齢

者が豊かな知識や能力を生かし、多様な形

で社会参画を行うことが求められており、活

力ある高齢社会を支える地域の中核的な組 

 

 

         

 

織として、シルバー人材センターの担う役割

は、一層重要なものとなっています。 

一宮市シルバー人材センターは、定年退

職後等に、臨時的・短期的又は軽易な就業

等を通じて、自らの生きがいの充実や就労

機会の増大と福祉の増進を図り、高齢者の

能力を生かした活力ある地域社会づくりに

寄与すべく事業の推進に努めています。 

事務局で勧めています Smile to Smileやウ 

ェブサイトにより、新しい情報、分かりやすい

情報を会員の皆様に伝達していくことは、

益々重要性を増し広報委員会ウェブサイト

班は、常に更新に努めます。 

また、会報班は、会員手作りの会報「シル 

バーいちのみや」を毎月発行して、常にタイ

ムリーな情報提供を行います。 

そして、市広報を通じ町内回覧で会員の

募集チラシを配付、地域住民等にシルバー

人材センターをＰＲ、新聞の折り込みチラシ、

公共施設等へパンフレット配布、ポスター掲

示等により普及啓発に努めて参ります。 

 センターが高齢者の受け皿としての機能を

十分果たし、『社会の支え手』として実践でき

ますよう会員皆様のご協力をお願いします。 

会員数       1, 057 人  

男  性         714 人  

女  性         343 人 

    (4 月 20 日現在)                               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）シルバーいちのみや 令和 7年（2025年）5月 5日 第 355号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 

  

 

傷害保険の種類と保険金 

保険金の種類 令和７年度 

死亡・後遺障害 

保険金 
600 万円 

入院保険金 

（1 日） 
4,000 円 

通院保険金 

（1 回） 
2,000 円 

 

事故防止 急ぐな あせるな 気を抜くな   全国シルバーのスローガン   
安心・安全・親切・丁寧            一宮市シルバー人材センター基本方針 

令和７年度シルバー保険のお知らせ 

（傷害保険・賠償責任保険） 

☆保険期間 令和７年５月１日㈭    

～令和８年５月１日㈮  

☆保険料(年間会費「2，400円」に含む)   

  会費は、令和６年度と同額です。 

６年度は、保険による補償が多くありま

したが会員の皆さんの負担が増えないよ

うに保険会社（代理店）と交渉しました。 

今後、保険料及び補償内容が変動となっ

た場合は、会報紙に掲載いたします。 

※保険適用となる事故が多発しますと、次

年度の保険料が、増額となりますのでく

れぐれも事故には十分に注意してくだ

さい。 

☆保険金額 

【傷害保険】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※入院・通院の給付日数には限度があり、

保険会社の査定によります。 

【賠償責任保険】 

 対人・対物共通 

   １事故につき １億円 

※その他各種特約が付加されています。 

（注）１万円までは、会員による実費負担と

なります。 
 
すべての事故が保険適用とは限りません。

保険対応出来ない事故については全額会員

の個人負担となる場合があります。事故を起

こさないよう十分注意して就業しましょう。 
 

 

安全就業緊急パトロールの実施 

令和７年３月 19日（水）に県シ連の主導に

よる「安全就業緊急パトロール」が実施され

ました。 

 安全就業緊急パトロールは、令和６年度中

に長期入院の重大事故や高額賠償責任事故が

発生した県内のセンターを対象として行われ

ました。当センターも令和６年度中に高額賠

償責任事故が発生したため、パトロール先の

対象となりました。緊急パトロールが開催さ

れたのは４センターでしたが、その中でも当

センターの事故件数がワーストワンでした。 

パトロール当日は県シ連の職員１名、セン

ター職員３名、安全就業委員会委員長１名の

計５名で臨みました。内容については草刈り

現場１か所の視察と令和６年度に発生した高

額賠償責任事故及び重篤傷害事故の振り返り

です。 

 

令和６年度ヒヤリハット事例抜粋 

◇駐輪場自転車整理で、強風により１台の自

転車が倒れハット、続けて将棋倒しのよう

に数台が倒れてきて足が挟まれるかとヒ

ヤリ。 

      （神 山）後 藤 昌 弘 

◇自転車で走行中、障害物を避けようとし車

輪が側溝のグレーチング蓋で滑り転倒し

そうになりヒヤリ。 

      （葉 栗）岩 田 富士男 

◇道路上では歩行者、自転車、自動車など混

在し、私は特に自転車が危険であると思い

ます。二輪ですのでバランスを崩すと転倒

します。思った以上に速く寄って来るので 

 自動車にはヒヤリハットを生む大敵です。 

      （西 成）安 藤 謙 一 
 
 皆さんも、こんな事例を参考とし安全に役

立ててください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）シルバーいちのみや 令和 7年（2025年）5月 5日 第 355号 

就業報告書（５月分）の提出は６月３日 ㈫ までにお願いします。 

 

今の日光川が木曽川の本流であった頃、安土桃山時代から江戸時代へと移る頃の美濃路

の渡し跡です。萩原町にある天神社と対岸の西萩原にある天神神社は渡し舟の発着場でし

たし、この渡しの辺りは古川、萩原川ともいわれ、川幅は数百メーターとかなり広かった

ようです。尚、織田信長が初めて斎藤道三と冨田の聖徳寺で会見した帰り、道三がこの渡

しまで見送ったとも伝えられています。 

 天正１４年（１５８６年）の大洪水以降、主要流路が現在のように起方に移り、萩原川

は川幅も狭まって板橋となり、渡しも起側に移りました。その間の経緯は、起宿本陣加藤

家文書中の天正１９年と推定される豊臣秀吉四奉行からの『萩原船頭給継目証文』等によ

って知られます。 

 江戸時代には、東海道と中山道とを結ぶ脇往還として美濃路は繁栄し、萩原宿や起宿も

賑わいを見せ、徳川家康が関ヶ原の戦いから凱旋して通ったので、御吉例街道ともいわれ

ています。 

 

何よりも 安全第一 あわてるな   
令和６年度安全標語 最優秀作品 （木曽川） 稲盛 勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

天 神 の 渡 し 跡 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩原町・天神社の天神の渡し跡の石碑 

西萩原・天神神社の天神の
渡し跡の石碑と案内板 

萩原町・天神社 

西萩原・天神神社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）シルバーいちのみや 令和 7年（2025年）5月 5日 第 355号 

令和７年度の会報は毎月の発行になりました。  

業報告書（12月分）の提出は 1月 5日 ㈫ までにお願いします。 

 

写真 初秋の富士 佐野俊司 

 

絵画  我が街の彩り 野田末治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
月
１
日
付 

職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て 

 

事
務
局
職
員
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知 

ら
せ
し
ま
す
。 

 

退
職
職
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か
ら
ご
支
援 

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
任
の
職
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
皆
様 

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
前
任
者
同
様
ど
う
ぞ
よ
ろ 

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

退 
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再
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用
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前
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秀
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部) 

事

務

局
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石
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直
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尾
西
支
部) 

支 
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山
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浩
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新 

任 

 
(

本 
 

部) 

再
任
用
職
員 

古
田 

幸
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(

本 
 

部) 

事

務

局

長 

長
谷
川 

明 

 
(

尾
西
支
部) 

支 

部 

長 

松
岡 

頼
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今
月
の
言
葉
歳
時
記
は
お
休
み
し
ま
す
。 

  

会
員
の
文
芸  

 
 
 
 
 
 

（
今
伊
勢
）
八 

谷 
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群
れ
を
成
し 

川
面
を
渡
る 

こ
い
の
ぼ
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ツ
ツ
ジ
の
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色
と
り
ど
り
の 

展
示
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（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 
 

石
破
さ
ん
安
倍
と
同
じ
く
指
名
だ
け 

  

指
名
さ
れ
全
力
す
で
終
わ
り
た
り 

 

い
つ
の
間
に
桜
過
ぎ
て
夏
は
来
ぬ 
            

（
大 

和
）
越 

野 

高 

光 
  

夜
桜
満
開
今
年
は
し
ば
れ
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値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
で
淋
し
い
懐 

 

春
が
来
て
布
団
減
ら
し
て
風
邪
を
ひ
く 

          

（
西 

成
）
澤 
田 

良 

晴 
 

下
戸
だ
け
ど
春
を
あ
て
に
し
顔
赤
く 

  

春
が
来
た
淡
く
輝
く
通
学
路 

  

楽(

た
の)

散
歩
春
を
採
取
し
腹
の
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歴 代 作 品 展 参 加 作 品 紹 介 


